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『長野県方言緊急調査報告書』における方言の待遇表現の比較

清水真弓

1.はじめに

1. 1長野県方言緊急調査報告書の概要

文イり宇による「全国方言緊急調査Jが、長野県では昭和53年度から 55年度にかけ

て行われた。 『長野県方言緊急調査報告書』 （昭 61.3）はその成果報告書で、調査

5地点、方言の「場面設定の会話j と「自由会話」の文字化資料と録音テープからなる。

長野県教育委員会文化課は、馬瀬良雄氏を主任調査員に委嘱、両者の協議で調査地

点、と調査員が以下のように決まった。 （注1)

長野市松代地区青木千代吉氏、小諸市滝房止世区上原邦一氏、伊那市羽広地区薮

原繁里氏、栄村秋山地区尾身栄一氏・馬瀬良雄氏、開田村西野地区諏訪坂勘一氏・

山下千一氏である。

長野市松代地区は北信方言、小諸市滝原地区は東信方言のそれぞれ代表地点として、

伊那市羽広地区は地域的には南信地方に属すが、方言の上からは中信方言の代表地点

として選定され、栄村秋山地区は奥信濃方言の代表地点、開田村西野地区は地械的に

は中信地方に属すが、方言の上では南信方言の代表地有、として選定されている。栄村

秋山地区と開田村西野地区は、秘境の方言としづ特色も持っている。

［場面設定」の会話では、各種挨拶や、依頼・助言・談判・勧誘などが取り上げら

れており、すべて2人の会話から成り立っている。あらかじめシナリオを作って演じ

る点で自然な会話とは異なる。

調査されたもののうち、収録された場面設定は以下の通りである。

①見送り（釣りに行く夫を見送る）②迎え（釣りから帰った夫を迎える）④辞去（夕

食をごちそうになり帰る）⑤道でのあいさつ（久しぶりに町内の年長者に会う）⑥祝

儀（本家の長男の結婚を祝う）⑦不祝儀（隣人の妻の死を悔やむ）＠物を借りる（隣

家からはしごを借りる）⑫無心（親友に借金を申し出る）＠指示・助言（英定の仕事

について指示・助言する）⑮談判（犬の放し飼いをやめるよう求める）⑫勧誘（町会

のパス旅行に誘う）＠願望・許可（実家に帰りたいとする申し出を許す）⑬おわび（借

りた皿を割ったことをわびる）⑫買い物（孫のズ、ック靴を買う）

（注1) ただし、小諸市については2年目より宮嶋正範氏が担当、また、開田村に
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ついては2年目より山下千一氏が担当、さらに開田村・栄村については、まとめの段

階で青木刊’t吉氏の協力を仰ぐととになり、筆者もこれに若干関わった。

1. 2小論の目標

ここでは報告書の中の f場面設定の会話jを取り上げ、方言の待遇表現の比較検討

を試みた。場面設定の会話は、対面での1対1の会言活から成り立っており、どの場面

にも多く用いられているのが「依頼表現jで、あった。そこで、依頼表現を含め会話の

中に現れる待遇表現に着目し、各地京の待遇表現の異同と、語葉調査では得にくし、文

末表現や、対面での会話でとそ得られる依頼表現の特色について明らかにしてみたし九

ただし地点、によって調査者が異なっており、シナリオにも独自性が含まれるため、一

概に短文を抜き出して比較対照することはできないことに留意した。また、今回は『長

野県方言緊急調査報告書』から、待遇表現を帰納した考察であり、報告書に現れなか

った表現も当然存在するはずであるため、体系化はしない。なお、各地区の方言体系

につしては『長野県史方言制を参考にした話者は、明治35年から大正8年生ま

れの男性及V:女性である。

2.待遇表現の比較

2. 1敬語の比較概要

待遇表現の中の敬語については、学校文法でも用いられる尊敬・謙譲・丁寧の三分

類で考える。また、 「～してくださいj 「～してくれないか」とし、う依頼表現につい

ては、別立てで扱うことにする。まず出現した敬語について地区ごとにまとめてみた。

（）内の数字は出現回数活用語は終止形で示した。

［栄村秋山地区］

丁寧語ゴザエマス（1) ナコナル（亡くなる） (1) 

～コッツォ（ことよ） (5) ～カェ（かい） (2) 

［長野市松代地区］

尊敬語アガ、ル（食べる） (1) ゴランナサイ（1) ～レル（4)

オ～ニナル（2) オ～ナサル（3) オイデナサル（3)
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謙譲語申ス（4) 参ル（2) イタダク（3) ウカカ。ウ（1)

サシアゲ、ル（1) アカ。ル（参上する） (4) オ～スル（3)

丁寧語ゴワス（7) ゴザイス（9) ス（4) ヤス（24)

ゴ、ザイマス（3) デス（38) マス（2) イタシマス（5)

デスイヤー（5) オリマス（2) ナクナル（亡くなる） (1) 

接頭語オ－（36) ゴー（8)

［小諸］

尊敬語オ～ナサル（2)

謙譲語 申ス（3) イタダク（2) チョウダイスル（1) ウカカ。ウ（1)

アカ。ル（参上する） (1) アゲル（差し上げる） (2) 

オ～スル（3)

丁寧語ゴワス（39) ヤス（27) デスワイ（2) デス（11) マス（9)

～デヤスイ（5) イタシヤス（2) ナクナル（亡くなる） (1) 

接頭語オ－（38）ゴLー（9)

［羽広］

尊敬語～テオイデ（し 1らっしゃし、） (4) オイデナスッテ（1)

～レル（1) ゴランナ（1) クダサル（1)

謙譲語イタダク（4) アケ。ル（差し上げる） (1) 

オ～スル（9)

丁寧語ゴザンス（2) ゴザイマス（16) デス（5) マス（16)

～エ（16) ～ネ（55) ～ダニ（1) ～ニ（1)

イタシマス（12) ナクナル（亡くなる） (1) 

接頭語オー（43) ゴ、（2)

［開田］

謙譲語ヨバレル（し、ただく）

丁寧語ナグナル（亡くなる） (1) 接頭語オー（4)
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まず、明らかに栄村秋山地区と開田村西野地区の方言には尊敬・謙譲・丁寧語がほ

とんど出現せず、待遇表現が他に比べて著しく乏しいことがわかる。

開田村では、文末に「ヨーj 「イェナーj 「ナー」 「ゾ」とし 1った終助詞が大変多

く用いられていたが、そのうち「ゾjは⑬談判で多用されているので親愛や敬意を含

まないと判断した。 「ヨーJは⑬談判で1回も出現しないが、依頼表現では多用され、

孫に対しても用し、ることから、丁寧語とし、うより親愛を示寸語と考えた。

栄村秋山では丁寧語として『長野県史方言編』でも取り上げられている「カェー」

以外に、 「コッツォJを取り上げてみた。

⑫勧誘ホァショァーエグ、コッツォ。 （そうすれば、行きますよ）

⑫買物ホァセヤアレダコッツォサンゼンエンダコッツォ コレガー。

（そうすればあれですよ三千円ですよ、これが。）

⑧買物ホァセヤーマーマゲルコッツォー

（そうすればまあまけますよ）

⑫の注によると、 「この場合エクテ・エゴーが寸鮒j とある。例が少なし、ので断言

はできないが、 「ことよJとしづ意味の文末表現「コッツォー」には丁寧さを含むの

ではないだろうか。

以上のように待遇表現に乏しいため、他地区で尊敬語や謙譲語が使用されている部

分は、敬意を含まない表現になっており、＠物を借りる⑫無心などの丁寧さや敬意を

含めたい依頼表現の場合は、秋山地区では焼曲表現が使われ、開田村では焼曲表現も

なく、 「クリョーJ （くれよ）が多用されている。 『長野県史方言編』によると秋

山・開回以外でも奈川村で敬語体系が分化していないとしづ。

他地区においては、 『長野県史方言編』でも、丁寧語になる終助詞・補助動詞は

多く上げられているが、どの地誠でも謙譲語は余り発達していないとしづ。また東信

は北信ほど敬語体系が発達していないというが、ここでも同様の結果である。長野市

松代地区では多くの尊敬語が出現しているが、小諸では「オ～ナサノレ」のみ、伊那市

羽広でも4語があるのみである。尊敬語については、場面の設定が特別に敬うべき人

との会話というのではなく、年長者との会話・本家と分家としづ程度であったことが、

多樹生のあらわれない原因であるが、さらに会話をする話者の実年齢差が、最高で松

代の鎚ゅの 12歳差、最低が羽広のd政 均 の1歳差であり、会話を演じる上で敬意

の払し、方に少なからず影響を与えていると考える。謙譲語・丁寧語については、語棄
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数はどの地区も同じくらいだが、どれも共通語形に近いもので、あったq 次に各敬意で

特徴的な語について考察してみたし九

2. 2尊敬語

尊敬語は、尊敬の助動詞「れる・られる」、 「見るj f食べるj f来る」といった

動詞の尊敬語が出現し、共通語形と同じものがほとんどである。

各地点、を比較すると、松代と小諸に「オ～ナサルjが出現するが、小諸で、は2例の

みであり、 「オ～ナスッテj としづ促音化しtci車用形が依頼の文末表現「クンナンシ」

の前に接続し、尊敬語を加えることで最高の敬意を表現している。他の活用形が出て

こなかった点で、松代よりも使用の幅が狭いと言える。『長野県史方言編』でも「～

なさるjが取り上げられているのは、北信地方のみで、あった。以下文例の数字は、 1.

1で示した各地点に共通している場面設定番号である。まず、小諸の例を次に上げる。

⑥オアカ。ンナスッテ クンナンシ

⑩オカシナスッテ オクンナンシ

一方松代では尊敬の補助動詞の用法として次の例があったO

⑫困ッテオイナサルコトハ G車体形）

① オ出掛ケナサリスカ G車用形） （「なさりますカ可の方言形）

①持ッテットクンナサレパ（仮定形）

①待ッテトクンナサイヤ（命令形）

⑫ ゴ相談オヤリナシテ（命令形）

松代の仮定形「ナサレJと命令形「ナサイjについては、どちらも①見送りて妻か

ら夫に対する言葉のみに現れ、しかも「クンJがつして一文節になっている。命令形

としてー蝦的に松代で使われているのは「ナシテJであろう。

また、共通語では「～ているjの尊敬として現代はほとんど使われていなし、「～て

いなさるJが古い形として存在するが、松代でも同様に「～テ オイナサノレJ「～テエ

ナサノレjの用法がある。

⑫国ッテオイナサルコトワ ヨク ワカルンダカ。

松代では、さらに「オインナサノレjがあるが、これは

①今日ハ ドコ オインナサリス。（今日はどとへおいでなさりますか）

⑥ コンニチハオインナシタシカイヤー。（おいで、なさったかし、なあ）
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であり、 「おいでなさるjの方言形で、本動詞「行くJ 「居る」の尊敬語になってい

る。伊那市羽広でも

⑤ウチーオイデナスッテ、一杯オ上ゲシタイト

本動詞「来るJの尊敬語としての用法が1例あるが、羽広ではむしろ「おいでJが「お

いでなさしリの意で、命令・要求を表す用法が4例あり、こちらの方が多く用いられ

る。

④傘モッテオイデ。

⑬オ茶デモ ノンドイデナ。 〈飲んでおいでな）

2 .. 3謙譲語

謙譲語は先にも述べたように、栄村秋山では用いられ，なかった。次の例が見られた

地区でも共通語と同じ用法がほとんどである。

松代①オ開キモーセパ、

⑬オ瀬イカ。アッテマイリヤシタ。

小諸⑬オ瀬イカ。アッテ アカ。ツタワケデスカ。、

⑦ ゴdじ吾己ヲ シティタダキヤシテ、

羽広⑥オ茶イッパイイタダイテ、

「お～するJで作る謙譲表現が、次のように見られるが、特に伊那市羽広で多く使

われている。

松代④オ借リシテマイリス。

小諸⑬手ヲ オ借リシタイ

羽広⑤一杯オアケ。シタイ

⑦オ会イシテ

⑬オムライシタイケード

⑬カンベンシテオモライシタイデ

⑫ ヨロコンデオムライシルカモシラン

特に「モラウ～ムラウJとしづ動詞に付いて「し、ただく j としづ意味を表す用法だけ

で4例も出ているが、これは共通語表現ではしない動詞の用い方である。菊地康人

(1994）によると、 「お～する」は「～を、に、から、と、のために、についてjの人

物が補語として想定できる動詞で作られるというが、羽広では、特に「お上げするj
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「お会いする」 「お返しする」とし、った「～に」としづ補語が想定される場合と、 「お

借りするJ fお受けするjとし、った「～からjとしづ用法でのみ用いられており、 「も

らうj も「～からJとしづ人物の補語が想定できるために違和感なく使われているの

だろうかb

2. 4丁寧語

「ございます」 「ますJの方言形についてみると、松代・小諸には「ゴワスj 「ヤ

スJとしヴ共通する形があるが、羽広には「ゴザンスJが2例あるのみで、東北信と

は全く異なる。 『長野県史方言編』でも、東北信にヤス・ゴワス、中信の大町市方

言では、マス・ゴザンスが、南信の長谷村手同寺山方言ではゴザンス、中川村片桐方言

では、アリマス・ゴザ、イマスが報告されており、東北信と中南信に大別できることが

わかる。羽広では「ゴザイマス」 「マスjは音韻変化も起こさず、共通語形と同じで

あった。他地区と比較すると、羽広で、は文末に～エ・～ネ・～ダ、ニをつけて親愛を示

す用法が多く現れていたのが鞘教である。文末の助詞が多様であるのは先にも述べた

ように開田村西野でも同様である。

松代と小諸を比較すると、小諸で、は「ゴワスj 「ヤス」と共通語形と同じ「デス」

「マスJだが、松代では共通語形と閉じ「デス」 「マスJ、 「ゴワスJ 「ヤスJ以外

に「スj 「ゴザイス」の用法も多く出現している。 『長野県史方言編』でも東北信

に共通して「ゴ、ワス」 「ヤスjが記載されており、 「スj 「ゴザイスJは川中島平を

中心とする士制或で用いられ、 「マスj 「ゴザリヤスjの変化形であるとされる。今回

拾い出してみると、 「スJは4例しかなく、特に「ヤス」との使い分けはない。

④オ借リシテ マイリス。 ⑥～トオモイス。 （と思います）

⑮困ッチヤイシタナー。 ⑬ 申流Rアリシネ。

「ゴザイスj も「ゴワス」との使い分けはなし、。

松代・小諸に共通する「ヤスJについては、松代ではヤス・ヤシータ・ヤシーテ・

ヤショ、小諸ではヤセーン（打ち消し） ・ヤス・ヤシータ・ヤシーテ・ヤショの活用

形が見られる。

「ヤス」と「ゴワス」について、小諸では「ゴ、ワスJの方が「ヤスJより敬意が高

いと⑬の注にもあるが、小諸の「ゴ‘ワスJの用例を見ると、

アリガトー～18例 オツカレデ～6例 ケッコーデ～4例

オハヨー～2例 オメデトー～2例

a
q
 

4
Eよ



ほか、お気の毒で、～・お元気で～・簡単で～・ことで～・わけで～ で、あった。松代

でも

アリガトー～6例 オメデトー～2例 オハヨー～2例

ほか、とんだことで～・どうで～・申し上げようもゴワシネー であり、どちらの地

区も共通して挨拶ヰ形式的な表現で出現することがわかる。これらの上接語は、 「ヤ

ス」には上接しな川小諸＠族拶の注によると、 「オツカレデゴワスJと年少者が言

った場合、年長者は「オツカレデスJと返すこともあるとしづ。

3.その他の待遇表現

3. 1疑問を表す語と呼応する～デスイヤー・～デヤスイヤー

今回各地区を比較して、 「し、つ・どこ・何jを問う疑問文で、松代では「～デスイ

ヤー」、小諸では「～デヤスイヤJとしづ用例が見えてきた。

松イセ⑫ナンデスイヤー ⑫ イツデスヤー ⑫イクツデスイヤー ⑫ ド

ンナトコデスイヤー ⑫イカカ。デスイヤー

小諸⑪イツコ。ロイクデヤスイ ⑫イクラカカルデヤスイヤ

⑬イツイクヨーナワケデスイ ⑧ ドーデヤスイヤ

⑫ ドーデヤスイ

特に⑫勧誘⑫買い物の場面設定に共通して使われている。敬意はそれほど高くなし、と

思われるが、 「し、つ・どこ・何Jの疑問の時だけに用いられる親愛と丁寧な気持ちを

表す表現と考える。

3. 2依頼表現

各地区の依頼表現とその語例を次に示す。見出しの（テ）（ト）は、下の語例記載の都

合で重なって表記している部分であり、 （）は出現回数である。松代～（テ）オクン

ナシテ［～（ト）クンナシテ］ (24) 

ヤッテッテ～帰ラシテ～ 来テ～ オ参リサシテ～

安クシテ～貸シト～待ット～アカ。ット～言ット～

言イツケト～心者己シト～行ット～使ッテミト～

勘弁シト～ 置イト～

オ～ナシテ（5) オ持チナシテ オアカ。リナシテ オ使イナシテ
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オ出掛ケナシテオヤリナシテ

小諸～（テ）オクンナンシ［～（ト）クンナンシ］ (30) 

取ッテ来テ～ 出掛ケテ～ オアカ。ンナスッテ～

出シテ～ 貸シテ～ 勘弁シテ～ 堪忍シテ～ 出シテ～

遊ンド～来ト～ヤット～使ット～寄ット～見セト～

見ト～話シト～

～（テ）オイデナンシ（6) 着テ～行ッテ～帰ッテ～採ッテ～

～ナンシ（2) アッタマリ～着替～

オ～ナンシ（3) オ帰リナンシオ持チナンシオ使イナンシ

羽広 ～（テ）オクンナ（～（ト）クンナ） (8) 

貸シテ～ 申シコンドイテ～

持ッテット～帰ット～入ット～使ット～

オ～ナシテ（1) オ持チナシテ

～（テ）オクレ（4) 来テ～帰ッテ～座ッテ～持ッテイッテ～

～（テ）クダサイ（7）アカ。ッテ～ クルンデ～ オ待チ～

ユイツケテ（言いつける）～

秋山 ～（テ）クンネァカナー（8)

ヤッテ～飲ンデ～貸シテ～ ケァーシテ（返して）～

出サシテ～ オッテ（売って）～ メシテ（見せて）～

～ネァカナー（2) 貸、ンテモラエネァカナー

～テクレノレペーナー（1) 貸シテクレルベーナー

開田 ～（テ）クリャー（9)

貸シテミテ～持ッテッテ～ マゲ、テヤッテ（まけてやって）～

～（テ）クリョ（4)

マゲテ（まけて）～ ニーッテ（握って）～飲ンデ～

2. 1でも述べたが、秋山・開田には尊敬語がなかった

秋山⑩ハシゴシトツ貸シテクンネァカナ。

開田⑮ソイツー貸シテ ミテクリャー。

栄村秋山では、 「飲んでくれ・受け取ってくれ・貸してくれ・出させてくれ・売っ

てくれ・見せてくれ」としづ依頼の時に「～シテクレネァカナj としづ椀曲表現が使
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われている。依頼でも⑮談判の時には、 「（犬を）ツナエデオエテ クレソァー」

（くれよ）と、より直張的な表現になるので、上のような焼曲表現は親愛や丁寧さを

含んでいると言える。

一方、開田村西野では、依頼に焼曲表現はなく、 「してくれよj と直張的な表現で

あった。ただし＠瀬望・許可の注によると、 「一身上の願いの場合、 「二、三日 休

マシテ ムライテーカ Jとはっきり言わず「二、三日 アレシテ ムライテーカ。 J

とぼやかして言う傾向があるj としづ。また、挨拶言葉は次のようになっている。

⑦ユルイテクリョー（ごめんください「許してくれjが原義）

⑥ヤスッデクリャー（おあがりください「休んでくれ」が原義）

⑩ ヨゴイテ クレテ スマナンダヨ（結構な品をょとしてくれて、

済まなかったよ）

⑬ ドーガタノムヨ

（どうかお受け取りくださし、「どうカ頼むよJが原器

（）は逐語訳でなく、報告書に記載されている共通語にした場合の意味である。敬

語がないことは挨拶言葉からもわかるが、定型的表現が他地区に比べて多かった。

一方敬語の存在する松代・ 4猪・羽広は、づ車のつながりがありそうである。松代

でナシテ類、 1j藷でナンシ類、羽広ではオクンナが現れた。羽広でナンショ類があっ

てもよさそうだが、 『長野県史 方言編』によると南信で用いられるナンショは敬意

が高いので、この場面設定程度の相手では用いられなかったと考える。羽広ではむし

ろ共通語形の「クダサイJの方が多く使われていた。

「ナシテj と「ナンシ」について、報告書の注では松代の「ナシテ」はナサルの連用

形ナサッテクダサイの簡約形（P20）とある。一方「ナンシjは小学館『日本国語大

辞典』によると、 「なさりますJの変化してできた語で、 「お～なさいますjの意。

江戸新コ尊敬の補助動詞「なんすJの命令形。ナンシの前に接続する動閣は援制更形

になる場合がある、としづ。 『長野県史方言編』では、上田市で「～ナスッテJと

いう形があるので、 「ナンシj 「ナスッテJ 「ナシテ」は東北信で連続して変化して

いる語ではなし治、

4.おわりに

今回青木千代吉先生追悼号で『長野県方言緊急調査報告書』の資料を用いて執筆し

可
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ようと思ったのは、私自身がこの方言緊急調査で青木千代吉先生と何度もご一緒させ

ていただき、開田村ヰ栄村秋山地区の補充調査にかかわったからで、した。当時は大学

3年～4年の春にかけての頃で、何人かの学生が馬瀬先生のお手伝いをしながら、報

告書の補充調査・最糊句な清書と録音テープの編集に携わりました。青木先生はたい

へん穏和な方でしたが、補充調査の際には穏和な中にも実にねばり強く疑問を問いた

だしておられ、研究に対する厳しさも教わった気がします。

また、 87年か 88年の「長野県ことばの会J研究発表会の帰りに、松本から長野ま

でご一緒させていただいたことがありました。1時間半の短い時間でしたが、先生は

松本駅で天津甘栗とホタテの貝柱を買われ、 「電車の中で食べるにはこれが一番です

むと、甘栗のむき方など教えてくださりながら、北信の方言の話、長野県の教育界

の話などをしてくださし、ました。青木先生の暖かいお人柄に接することができ、普段

通い慣れた篠ノ井線で唯一楽しし、列車の旅だ、ったので、たし、へん印象に残っています。

青木先生の計報に接し、当時のことを偲びながら、ったなし刈輸を書き上げました。

心からご冥福をお祈りいたします。
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